
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1194   2021 年 10 月 17 日 

牧師  山本護      奏楽 山本恵美     第一部礼拝  司式  青柳均     9:30~10:30 

※讃美歌は二番までうたいます            第二部礼拝   司式  平尾文子   11:00~12:00                                                            

前  奏 黙想 

讃 美 歌  24 父のかみよ 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書 イザヤ書 45:2~3 

       ペトロの手紙 一 3:18~20 

讃 美 歌 365 わが主イエスよ 

説  教 『 深海のキリスト 』 

祈  禱 

讃 美 歌  404 やまじこえて 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 539 あめつちこぞりて 

祝  禱   後  奏        

 子供の頃、図鑑でしか知らない深海魚が好きだった。なかでも「リュウグウノツカイ」は荒唐無稽

な形状にシビレた。今日いっそう深海探査が進み、「デメニギス」という深海魚を映像で観た時には、

あまりの奇怪さに昂奮した。人間存在の底にも「深海」がある。暗くて豊穣な、未知なる領域がある。 

 「わたしはあなたの前を行き、山々を平らにし、青銅の扉を破り、鉄のかんぬきを折り、暗闇に置

かれた宝、隠された富をあなたに与える(ｲｻﾞﾔ 45:2~3)」。いったい何の事であろうか。この御言葉を

注解書で解したとしても、「教え」は表層に漂って沈まない。「暗闇に置かれた宝、隠された富」とい

う神話的な表象は、世界の昔話が示すように荒唐無稽な恩寵なのだ。神は「青銅の扉と鉄のかんぬき」

を打ち壊し、私たちを世の表層から「深海」に沈めて、暗闇の宝と隠された富をお与え下さる。 

 聖書が「深海」と言ったのではない。青銅の扉と鉄のかんぬきで堅くガードされ(45:2)、人間には

踏み込めない領域。そしてその領域に隠された暗闇の宝と富(45:3)のイメージから、私が深海を思い

浮かべた。暗闇の宝や富とは、深海生物のように、地表の想像力を超える恵みではないのか、と。 

「霊においてキリストは、捕われていた霊たちのところへ行って宣教された(Ⅰﾍﾟﾄﾛ 3:19)」。「捕わ

れていた霊たち」とは、誰のことであろうか。じっくり見つめよう。「正しい方が、正しくない者たち

のために苦しまれ～肉では死に渡されたが、霊では生きる者とされた(3:18)」キリスト。キリストは

霊となって、死という獄に捕われている人たちの所へ行き、福音を宣べ伝える。その結果、捕われて

いた霊たちがどうなったかは、何も語られていない。だがキリストの宣教が虚しく終わるはずはない。

地上の罪が悔い改めて赦されるように、捕われた霊たちは死の内にあって悔い改め、救われただろう。 

 死の獄における救い。頭で解釈するのではなく、無辺なるキリストをこの身に感じたい。父と天に

おられた御子キリストは、世に降下され、そこからさらに沈んで陰府にまで分け入った。なんという

キリストの広大さか。キリストには暗闇が無く、未知が無く、すべて隅々まで御自分の領域なのだ。 

 「霊においてキリストは、捕われた霊たちのところへ行って宣教された(3:19)」。ただキリストが「宣

教された」とだけ記されている。説明が少ないのは当然だろう。捕われた霊一人ひとりがどういう状

態でいるのか、獄の暗闇は地上の人間には想像外の事だから。彼らは霊で、病気や障害、貧困や未来

の不安などないだろう。しかし彼らは霊のまま、死に「捕われている」。キリストはそこで福音を宣べ

伝え、復活の命によって彼らを、捕らえている死から解き放つ(3:21)。地上の私たちと同じように。 

「暗闇に置かれた宝、隠された富をあなたに与える(ｲｻﾞﾔ 45:3)」。私たちはすでに、暗闇の宝と隠さ

れた富を拝受している。宝は暗闇にあるまま、富は隠されたまま、私たちの「深海」を形成している。 

「あなたは知るようになる。わたしは主、あなたの名を呼ぶ者(45:3)」。私が神に背き、たとえ死に

捕われても、キリストは死に降り、暗闇の中で「私の名」を呼び、私を探し当て、捕われている私を、

復活によって救ってくださる(Ⅰﾍﾟﾄﾛ 3:21)。こんなキリストが、私の深海に沈められている宝と富。 

青銅の扉と鉄の閂で衛られていることは分る キリストの同伴なしには立ち入れないほど深い漆黒 

生身ではその混沌に飲み込まれてしまう漆黒 オルフェウスやイザナギが潜入した死と命の在り処  

10/18(月)10:00～11:30 甲府での聖書研究会(山梨 YMCA)、使徒言行録を継続して読んでいます。ど

なたでも御参加ください。牧師の動き:10/20、YMCA で聖書の話。10/25 山梨分区教師会(日下部教会)。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


